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失敗事例のタイトル  
	
 流れの乱れに起因する減肉（流れ加速型腐食） 

一次原因（材料要素）  
流れ加速型腐食（FAC） 

機種	
 発電プラント 
	
 	
 ２次系主給水配管 

部品  
	
 エルボ（曲がり）部 

材料  
炭素鋼（ＳＴＰ42） 

概略の寸法  
外径 406㎜、厚さ２１㎜ 

損傷発生時の状況  
	
 定期検査で配管の肉厚を測定した結果、１系統の主給水（高温・高圧・高純度水）配管の、隔離弁の下流の

エルボ部が、部分的に必要最小厚さ（15.7㎜）を下回った。最小肉厚は 10.9㎜であった。 

調査内容とその結果  
① 肉厚測定結果：減肉速度が速く、板厚が薄くなっている箇所は、隔離弁下流のエルボ入口部の内面腹側で

あり、背側にいくにつれ肉厚は厚くなっていた。 
② 内表面観察結果：ほぼ全体に、流れ加速型腐食（FAC）において見られる鱗片状模様を呈していた。 
③ 断面観察結果：FACに見られる波型形状が認められた。 
④ クロム（Ｃｒ）含有量測定結果：エルボ部：0.01wt% 、エルボ部上流直管：0.12wt% であった。 
⑤ 約 17年前の検査時の肉厚測定では最小肉厚 20.5㎜であったことから、腐食速度は約 0.3㎜/年となる。 
 
損傷発生のシナリオ  
給水が主給水隔離弁（玉型弁）を通過する際、弁内部で、流れに乱れが生ずる。この乱れはエルボ入口まで

残存した。エルボ部では、一般的に流れが内側に渦をまくので、エルボ部腹側が流れ加速型腐食（FAC）によ
り減肉した。エルボ部は直管部に比べてクロム含有量が少なく、流れ加速型腐食が早かった可能性もある。 

 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
エルボ部を同一寸法、同一材料の新品に取り替えた。さらに設備の信頼性向上の観点から、今後、数年以内

に主給水隔離弁から下流のエルボを耐食性に優れた低合金鋼へ取替える。 

教訓  
流れの乱れが発生するような箇所（弁の下流）では、流れ加速型腐食（FAC）が発生する可能性があるので、
設計段階で、耐 FACに優れる低合金鋼で製作する必要がある。 
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